
平
成
二
十
年
六
月
六
日
提
出

質
問
第
四
八
四
号

淀
川
水
系
の
治
水
対
策
お
よ
び
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

前

原

誠

司
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淀
川
水
系
の
治
水
対
策
お
よ
び
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
に
関
す
る
質
問
主
意
書

淀
川
水
系
の
治
水
対
策
お
よ
び
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

平
成
十
七
年
七
月
一
日
に
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
が
発
表
し
た
「
淀
川
水
系
五
ダ
ム
に
つ
い
て
の
方
針
」
に
お
い

て
、
大
戸
川
ダ
ム
事
業
に
つ
い
て
当
面
実
施
せ
ず
と
し
た
理
由
は
、
「
宇
治
川
・
淀
川
に
対
す
る
洪
水
調
節
効
果
は
小
さ

く
、
治
水
単
独
目
的
の
事
業
と
な
る
こ
と
で
治
水
分
の
事
業
費
が
増
加
し
経
済
的
に
も
不
利
に
な
る
。
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

�

昨
年
八
月
に
発
表
さ
れ
た
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
原
案
（
以
下
「
原
案
」
と
い
う
。
）
で
大
戸
川
ダ
ム
建
設
を
実
施

す
る
と
し
て
い
る
が
、
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量
が
増
大
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宇
治
川
・
淀
川
に
対
す
る
洪
水

調
節
効
果
が
大
き
く
な
っ
た
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

大
戸
川
ダ
ム
は
治
水
単
独
事
業
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
ま
た
昨
年
十
二
月
に
は
さ
ら
に
三
百
四
十
億
円
の
事

業
費
増
加
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
淀
川
水
系
五
ダ
ム
に
つ
い
て
の
方
針
」
発
表
時
と
比
べ
て
、

大
戸
川
ダ
ム
事
業
が
経
済
的
に
不
利
で
な
く
な
っ
た
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

二

近
畿
地
方
整
備
局
は
、
「
淀
川
水
系
五
ダ
ム
に
つ
い
て
の
方
針
」
で
大
戸
川
ダ
ム
事
業
を
当
面
実
施
せ
ず
と
し
た
方
針
を

一



「
原
案
」
に
お
い
て
覆
し
た
理
由
と
し
て
、
淀
川
本
川
の
堤
防
強
化
は
概
ね
五
年
間
程
度
で
完
了
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た

と
し
、
大
戸
川
ダ
ム
事
業
を
当
面
実
施
し
な
い
と
し
た
理
由
が
、
あ
た
か
も
淀
川
本
川
の
堤
防
強
化
に
相
当
程
度
の
時
間
と

費
用
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。

「
淀
川
水
系
五
ダ
ム
に
つ
い
て
の
方
針
」
に
お
い
て
、
大
戸
川
ダ
ム
事
業
を
当
面
実
施
し
な
い
理
由
が
、
淀
川
本
川
の
堤

防
強
化
に
相
当
程
度
の
時
間
と
費
用
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
近
畿
地
方
整
備
局
の
作
成
し
た
文
書
が

あ
れ
ば
概
要
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

三

近
畿
地
方
整
備
局
が
示
し
て
い
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
淀
川
に
お
い
て
、
桂
川
の
掘
削
等
、
「
原
案
」
に
示

さ
れ
た
対
策
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
近
畿
地
方
整
備
局
が
検
証
に
用
い
た
三
十
三
パ
タ
ー
ン
の
計
画
規
模
洪
水
の
中
で
、
大

戸
川
ダ
ム
が
な
い
場
合
に
計
画
高
水
位
を
超
過
す
る
の
は
二
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
計
画
高
水
位
を
超
過
す
る
区
間
は
三
�
六

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
超
過
高
は
最
大
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

そ
し
て
近
畿
地
方
整
備
局
は
、
大
戸
川
ダ
ム
が
な
い
と
計
画
高
水
位
を
最
大
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
超
過
す
る
こ
と
に
よ

り
、
淀
川
の
堤
防
が
破
堤
し
、
被
害
額
が
十
九
兆
四
千
八
百
億
円
に
な
り
、
大
戸
川
ダ
ム
が
あ
る
と
洪
水
位
は
計
画
高
水
位

以
下
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
淀
川
は
破
堤
せ
ず
被
害
は
ゼ
ロ
と
な
る
と
の
説
明
を
し
て
い
る
。

二



�

前
記
の
超
過
区
間
三
�
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
、
計
画
高
水
位
よ
り
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
高
い
所
ま
で
、
計
画

高
水
位
以
下
と
同
様
の
安
全
性
を
有
す
る
浸
透
、
洗
掘
対
策
を
行
っ
た
場
合
の
事
業
費
を
示
さ
れ
た
い
。

�

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
が
、
前
記
事
業
費
を
示
す
よ
う
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
畿
地
方
整
備
局
が
未
だ
示

さ
な
い
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

四

近
畿
地
方
整
備
局
が
行
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
昭
和
二
十
八
年
十
三
号
台
風
と
同
程
度
の
雨
が
降
っ
た
場
合
、
大

戸
川
ダ
ム
お
よ
び
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業
が
完
成
し
た
後
の
方
が
、
宇
治
川
の
洪
水
位
が
現
状
よ
り
高
く
な
り
、
危
険
に

な
る
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

五

近
畿
地
方
整
備
局
は
、
「
計
画
高
水
位
（
安
全
基
準
）
は
わ
ず
か
だ
か
ら
と
い
っ
て
侵
し
て
良
い
も
の
で
は
な
い
」
と

し
、
建
築
物
の
耐
震
の
安
全
基
準
、
船
舶
の
喫
水
、
飛
行
機
の
搭
乗
者
数
、
残
留
農
薬
基
準
と
同
じ
で
あ
る
と
の
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
に
は
、
「
堤
防
は
、
護
岸
、
水
制
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
と
一
体
と
し
て
、
計
画
高
水

位
以
下
の
流
水
の
通
常
の
作
用
に
対
し
て
安
全
な
構
造
と
す
る
」
と
定
め
て
は
い
る
が
、
洪
水
時
の
水
位
が
計
画
高
水
位
を

越
え
る
こ
と
を
禁
じ
た
条
文
は
な
い
。

三



�

洪
水
時
に
お
い
て
水
位
が
、
わ
ず
か
で
も
計
画
高
水
位
を
越
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
基
準
は
、
ど
の
よ
う
な
法
令
で

定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
条
文
を
示
さ
れ
た
い
。

�

ま
た
、
近
畿
地
方
整
備
局
が
行
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
原
案
」
で
盛
り
込
ま
れ
た
対
策
が
完
成
し
た
後
に
お

い
て
も
、
宇
治
川
、
木
津
川
、
桂
川
に
お
い
て
計
画
規
模
洪
水
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
戦
後
最
大
洪
水
（
昭
和
二
十
八
年

十
三
号
台
風
）
に
お
い
て
も
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
区
間
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
計
画
高
水
位
（
安
全
基
準
）
は
わ
ず
か
だ
か
ら
と
い
っ
て
侵
し
て
良
い
も
の
で
は
な
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
原

案
」
完
成
後
に
お
い
て
も
洪
水
位
が
計
画
高
水
位
を
越
え
て
い
る
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

六

平
成
十
二
年
六
月
に
河
川
局
治
水
課
が
策
定
し
た
「
河
川
堤
防
設
計
指
針
」
で
は
、
「
越
水
に
対
し
て
も
一
定
の
安
全
性

を
有
す
る
よ
う
な
堤
防
（
難
破
堤
堤
防
）
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
し
て
、
設
計
方
針
お
よ
び
手
順
、
形
状
や
構
造

の
設
定
、
並
び
に
安
全
性
の
詳
細
等
を
定
め
た
「
越
水
に
対
す
る
難
破
堤
堤
防
の
設
計
」
が
示
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
平
成
十
四
年
に
「
河
川
堤
防
設
計
指
針
」
か
ら
越
水
に
関
す
る
記
述
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見

解
を
問
う
。

七

平
成
十
年
度
国
土
交
通
省
重
点
施
策
で
は
、
た
と
え
越
水
し
て
も
急
激
に
破
堤
し
な
い
よ
う
、
堤
防
の
強
化
対
策
を
進
め

四



る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
河
川
局
重
点
施
策
で
は
、
災
害
復
旧
助
成
事
業
の
実
施
内
容
に
、
氾
濫
・
越
水
し
て
も
破
堤
し
な
い
対
策

（
耐
越
水
堤
防
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

�

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
が
堤
防
の
越
水
対
策
の
実
施
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
近
畿
地
方
整
備
局
は
「
効
果
が

不
明
で
あ
り
、
あ
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
効
果
が
不
明
で
あ
り
、
あ
て
に
で
き
な
い
施
策

を
国
土
交
通
省
の
重
点
施
策
と
し
た
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

三
重
県
雲
出
川
で
整
備
さ
れ
た
耐
越
水
堤
防
の
延
長
お
よ
び
事
業
費
を
示
さ
れ
た
い
。

�

「
効
果
が
不
明
で
あ
り
、
あ
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
難
破
堤
堤
防
が
雲
出
川
で
整
備
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。
政

府
の
見
解
を
問
う
。

八

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
が
、
近
畿
地
方
整
備
局
に
対
し
て
求
め
て
い
る
、
「
堤
防
の
計
画
高
水
位
以
上
の
強
化
お
よ
び
耐

越
水
堤
防
へ
の
強
化
対
策
と
流
域
対
応
等
他
の
施
策
と
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
事
業
費
を
明
示
し
た
上
で
優
先
度
の
検

討
を
行
い
、
破
堤
に
よ
る
壊
滅
的
被
害
の
回
避
・
軽
減
を
流
域
全
体
で
最
優
先
に
取
り
組
む
た
め
の
具
体
的
な
計
画
」
は
、

い
つ
ま
で
に
示
さ
れ
る
の
か
。

五



九

堤
防
の
破
堤
は
、
浸
水
被
害
と
比
べ
て
格
段
に
、
多
く
の
人
命
を
失
う
可
能
性
が
大
き
い
。

近
畿
地
方
整
備
局
が
示
し
て
い
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
と
き
に
、
ど
の
区
間

で
洪
水
位
が
計
画
高
水
位
を
越
え
、
ま
た
堤
防
か
ら
越
水
す
る
か
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
破
堤
の
危
険
性
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

堤
防
の
計
画
高
水
位
以
上
の
強
化
お
よ
び
耐
越
水
堤
防
へ
の
強
化
の
方
針
は
、
国
土
交
通
省
の
重
点
施
策
等
で
示
さ
れ
、

設
計
指
針
が
定
め
ら
れ
、
実
施
さ
れ
た
実
績
も
あ
る
。

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
が
求
め
て
い
る
堤
防
の
計
画
高
水
位
以
上
の
強
化
お
よ
び
耐
越
水
堤
防
へ
の
強
化
に
つ
い
て
、
近

畿
地
方
整
備
局
が
優
先
的
に
実
施
し
な
い
と
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

十

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
が
四
月
二
十
五
日
に
近
畿
地
方
整
備
局
に
提
出
し
た
意
見
で
は
、
「
原
案
」
の
見
直
し
・
再
提
示

を
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
畿
地
方
整
備
局
は
「
原
案
」
は
見
直
し
・
再
提
示
す
る
性
格
で
は
な
い
と
い
う
旨
の

説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
「
原
案
」
は
見
直
し
・
再
提
示
す
る
性
格
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
で
、
何
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

十
一

「
原
案
」
に
対
し
て
学
識
経
験
者
か
ら
意
見
を
聴
き
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
、
整
備
計
画
案
を
作
成
し
、
そ
の
上

六



で
関
係
自
治
体
か
ら
意
見
を
聴
く
と
い
う
こ
と
が
河
川
法
に
基
づ
く
整
備
計
画
策
定
の
過
程
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
は
、
最
終
意
見
を
出
す
以
前
に
整
備
計
画
案
を
作
成
し
て
関
係
自
治
体
に
提
示
す
る
こ
と
は
、

「
見
切
り
発
車
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
近
畿
地
方
整
備
局
に
強
く
求
め
て
い
る
。

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
の
最
終
意
見
提
出
以
前
に
整
備
計
画
案
を
策
定
し
て
関
係
自
治
体
に
提
示
す
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る

「
見
切
り
発
車
」
は
行
わ
な
い
こ
と
を
明
言
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

七


